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大泉学園 　（練馬区大泉学園町６～８・他）1924年着工
城南住宅 　（練馬区向山３）1921年組合結成
常 盤 台 　 （板橋区常盤台１，２）1936年分譲開始
目白文化村（豊島区目白５，新宿区下落合４）1922年第一期分譲開始
大 和 郷 　 （文京区本駒込６）1920年建設

大泉学園
箱根土地会社（後のコクド）が開発した住宅地
都は1933年「大泉風致地区」として指定
城南住宅
12名の組合員の共同借地として44区画からなる住宅地としてスタート
「都市生活のなかでは得難い理想的な田園生活を実現すること」を目指す
住民が主体となって地域の環境保全にかかわる
常 盤 台
東武鉄道が開発した曲線の並木道とクルドサックが特色の住宅地
地区計画の制定は一部の住民の強い反対にあい不成立
2003年「東京のしゃれた街並みづくり推進条例」の街並み景観重点地区に指定
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城南の中で新住民と旧住民の関係はどうなるのか

法的拘束力を持たないと景観は守れないか

隣に何かされる時になって初めて街のことを考える

法的規制に頼るのが本当に良いか
紳士協定の狭間をどう考えるか

小さいところでも街に参画できる仕組が必要

高度成長期の法整備を戻すことができない

景観の議論はスタティックに考えられない

環境は文化財である
住民が参画すべき新しい価値を柔軟に考える

景観計画など法的なものを作れば街は良くなるか
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道路と宅地の境界部分を考える


